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1. 領域概要
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「生体多感覚システム」

領域名

領域概要

本研究領域では、生命活動における生体多感覚システムの機能
解明とその機能や作動原理を応用した技術開発を推進します。

マルチセンシングネットワークの
統合的理解と制御機構の解明

戦略目標



戦略目標概要
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JSTとAMEDが共通の目標の下でそれぞれの領域を立ち上げ、生体感覚システム・末梢神経
ネットワークを中心としたマルチセンシングシステムの統合的な理解と、その可視化・制御
法の開発を目指す。

異分野融合、医工融合

•生体活動を制御する多様な機構は生理学、
神経科学をはじめとする医学研究以外に、
活動の定量的な測定・解析のための技術開
発が必要

•医療用デバイスの実装化には、医療ニーズ
と合致し、安全で使いやすいことが必須

再生医学

情報科学

生理学

神経科学

分子生物学

臨床医学

電子工学

材料工学

• 生体感覚システム・末梢神経
ネットワークを包括したマルチ
センシングー感覚センシング・
プロセシング・認知メカニズ
ムーの統合的な理解

• 全身の様々な感覚器・臓器を標
的とした新規疾患予防・治療法、
有用な低侵襲性デバイス、医療
機器などの開発による生活の質
(QOL)や健康寿命の延伸

• 生体のマルチセンシング機能の
拡張や高度なセンシングメカニ
ズムの応用によるイノベーショ
ンシーズの創出

期待される成果

⚫生活の質の向上

⚫健康長寿社会の実現

『テーラーメード医療の実現』

『’感覚代行’や感覚シェア’ 』

未来像

（初）AMED-JSTの共通目標

マルチセンシング

ネットワーク

内臓
臓器

感覚
受容器

中枢神経

ネットワークとしての研究

多感覚統合

末梢神経

•感覚機能の低下・喪失や末梢神経
障害は、健康障害や慢性疾患発症
のリスク要因

•末梢神経の自律的生体調整機構研
究などホットな分野

末梢神経
ネットワーク

感覚
受容器

•視覚・聴覚と認知症の関係等、
QOLや健康寿命と密接に関連。

•人の塩味受容、犬の高い嗅覚機能
などの基礎原理解明は未だ不十分
でポテンシャルの高い分野

融合研究



JSTとAMEDの研究スコープについて
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・生体計測デバイス・感覚センサー開発
・感覚シェア・感覚代行基盤技術開発
・マルチモーダルネットワーク解明
・全く新しい生命現象の理解
・医工連携

・感覚器と自律神経等の末梢神経に関わる疾患の
メカニズム解明と治療法開発
・マルチセンシングネットワークの理解と全身性疾患
（代謝・免疫・循環器等）の克服・予防、健康増進に
資する研究開発
・生体シグナル計測・調節技術の生体応用
・バイオエレクトロ二クス医薬・低侵襲性デバイス開発
・実用化をめざしたデバイス開発

ヒトのモデル生物に限定しない ヒトおよびヒトのモデル生物中心

JST AMED

失った機能の回復・維持
センシング機能の回復・維持・予防

新たな機能の獲得
センシング機能の拡張

健康・医療への出口を見据えた
基礎研究～医療応用

基礎原理の解明
基盤・応用技術の開発

医学、生物学、数理解析、情報科学、ロボティクス、
電子工学、材料科学、心理学など

融合的アプローチ



「生体多感覚システム」領域の概要

生体内では、インプットされた外的・内的な刺激はさまざまな感覚受容器で
特殊感覚・内臓感覚・体性感覚などの感覚情報として符号化され、電気信号に
変換されたのち、末梢神経を経て中枢神経に伝達されます。本研究領域は、そ
のような多様な生体感覚と末梢神経のネ ットワークを統合した生体多感覚シス
テムの包括的な解明を目指します。生体における感覚研究は、特に視覚や聴覚
の解析が他の感覚解析に先立つ形で研究が進展しました。近年、シングルセル
オミクス解析技術やタンパク質の機能・構造解析の進展により、味覚や嗅覚に
関する新規受容体が同定され、その作動原理が明らかになるなど、他の感覚に
ついても徐々に新しい知見が得られはじめています。
一方で、これまでの感覚研究はそ れぞれの感覚に特化する形で進められてき

ており、異なる感覚間の協調など、感覚システムを統合したメカニズムといっ
た観点からは十分に解析されていません。また近年、情報科学や工学デバイス
などの発展に伴い、それらを生体に対して適用することで、新たな生体センシ
ング機能も解明されつつあります。このような生体多感覚システムの解明に加
えて、仮想 現実や拡張現実に代表される ICT 技術の飛躍的な進展に伴い、生体
感覚の研究でこれまで得られた知見をICT 技術などと融合し、ヒトの持つセン
シング機能の拡張や感性の向上に資する技術についても、学術的・産業的重要
性が高まってきています。
以上を踏まえ、本研究領域では生命活動における生体多感覚システムの機能

解明とその機能や作動原理を応用した技術開発を推進します。
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２.募集・選考・領域運営に
あたっての研究総括の方針
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＜研究総括方針＞

✓生体内の感覚システムや、感覚器間の協調関係を
明らかにし、多様な生体感覚と末梢神経ネットワ
ークを統合した生体多感覚システムの包括的な解
明を目指します。

✓生体多感覚システムの機能や動作原理を応用した
新規の技術開発を行います。

✓新しい発想に基づく基盤技術や、大規模データの
解析手法の開発も行い、機能解明に迫ります。
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『生体多感覚システム』

＜研究総括方針＞

① 生体多感覚システムの
受容・処理・動作機構
の解明

② 生体多感覚システムの
計測・制御等の基盤技
術開発

③ 多感覚ネットワーク機構
の解明

④ 生体多感覚システムを
活用した人に資する応
用技術開発
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研究テーマ（例）



① 生体多感覚システムの受容・処理・動作機構の解明

◆分子・細胞レベルでの生体感覚システムの動作機構の
解明
（従来研究されてこなかった生体感覚システムの解明
を含む；臓器感覚、スーパーセンシングなど）

◆感覚器における情報処理機構の解明

◆人工感覚器等のデバイスへの応用ための生体感覚シス
テム機構の解明

『生体多感覚システム』

＜研究総括方針＞
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② 生体多感覚システムの計測・制御等の基盤技術開発

◆生体多感覚システムの作用機序を高い時空間分解能や
大規模・高速度で計測・定量化する基盤技術の開発

◆生体多感覚システムを計測して得られた大規模データ
を処理する解析技術の開発

『生体多感覚システム』

＜研究総括方針＞
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③ 多感覚ネットワーク機構の解明

◆多感覚統合の神経機構の解明

◆感覚器と末梢神経ネットワークの協調関係の解明

◆多感覚による行動スイッチング（モード切り替え）
機構の解明

◆認知、情動、行動に影響を与える多感覚システムの
解明

『生体多感覚システム』

＜研究総括方針＞
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④ 生体多感覚システムを活用した人に資する応用技術開発

◆動物や微生物等のスーパーセンシングの機能・機構解明
とそれを応用した基盤技術開発

◆生体多感覚システムを人のセンシング機能の強化・拡張
に応用する技術の開発

◆生体多感覚システムのアートやデザイン、デザイン
エンジニアリング、バリア フリー分野に応用する技術
の開発

『生体多感覚システム』

＜研究総括方針＞
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✓研究期間は３年半以内

✓研究費（直接経費） 4,000万円以内

✓個人型研究

研究期間と研究費

「生体多感覚システム」

応募にあたっての留意点①
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⚫ 本研究領域の募集においては、創造性やチャレンジ性そして異分野融合性を
重要視します。これらには、独自の技術や着眼点の独創性などを含みます。
アートやデザイン、デザインエンジニアリング、バリアフリー分野の研究者
も歓迎します。

⚫ 提案書では、他の研究との正確な比較から提案内容の独自性・独創性を明記
してください。

⚫ 現在の科学研究は、個々の研究者の研究推進力だけではなく、個別研究では
得られないような異分野融合による共同研究成果が求められます。
本領域では人材育成の観点から、分野の垣根を越えて他の研究者と連携する
力、連携を通して新しい技術やアイデアを創出する力も選考の着眼点としま
す注）。

➡ 以上の観点に関する提案者の考えや実績を示してください。

「生体多感覚システム」

応募にあたっての留意点②
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注）採択後は研究進捗に応じて領域内外の研究者との連携支援を検討



同じ戦略目標・研究開発目標の下に設定された

CREST「生体マルチセンシングシステムの究明と活用技術の創出」領域

AMED-CREST・PRIME「マルチセンシングネットワークの統合的理解と
制御機構の解明による革新的医療技術開発」領域

をはじめとする、研究領域内外の研究者との連携の場を最大限活かし、
本さきがけ研究が、研究者自身の今後の研究を飛躍させる上での重要なステッ
プとなることを期待しています。

「生体多感覚システム」

応募にあたっての留意点③
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バリアフリー

情報科学

工学

生物学

異分野融合

アート・デザイン

ネットワー型
研究所

分子

細胞

神経回路

行動

マルチスケール解析

基礎原理の解明
基盤・応用技術の開発

新たな機能の獲得
センシング機能の拡張

全く新しい生命現象の理解

協力・連携
領域(運営)アドバイザー

CREST、AMED-CREST、PRIME

ヒトのモデル生物に限定しない

心理学

異分野融合のシナジー
から画期的、想定外の
研究・成果を期待

生体計測デバイス開発

センサー開発

感覚シェア基盤技術

マルチモーダルネット
ワークの機構解明

スーパーセンシングの
機構解明

目標

身体(行動)脳受容器（臓器）

（知覚,認知,情動等）

感覚制御の基盤技術

情動・ストレスと多感
覚システムの機構解明

感覚代行基盤技術

「生体多感覚システム」概要・まとめ
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「生体多感覚システム」の包括的理解と応用

イノベーションの源泉



『生体多感覚システム』

＜総括からのメッセージ＞

✓ ヒトは環境との相互作用により多感覚システムを進化させたが、

環境情報は多様であり、多くの生物はヒトの検出域を超えた多感覚

システムを進化させた。ヒトの五感に限定されず多様な感覚モダリ

ティも含め、その機構や多感覚統合の基礎原理の解明から、感覚の

制御、さらには計測デバイスやセンサー開発のための基盤技術の確

立を目指す。

✓ 研究者のネットワーク型研究所として展開し、分子、細胞、神経回

路、行動レベルのマルチスケール解析と、生物学、工学、情報科学

、心理学、バリアフリー、アート・デザインなどの異分野連携によ

るシナジーにより、「生体多感覚システム」の包括的理解と応用を

目指す。
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領域アドバイザー

氏名 分野 所属 役職

尾仲 達史
ストレス・摂食、情動、
社会行動

自治医科大学 医学部 教授

風間 北斗
嗅覚数理モデル・感覚情
報の脳内情報処理

理化学研究所 CBS 
チーム
リーダー

上川内 あづさ
聴覚情報処理システムの
動作原理

名古屋大学 大学院理学研究科生命理学専攻 教授

関 和彦
感覚運動制御の神経機構
と病態、回復機構

国立精神･医療研究センター神経研究所 部長

富永 真琴
温度受容・侵害刺激受容
の分子機構

生理学研究所 細胞生理研究部門 教授

西本 伸志 視覚・認知神経科学
大阪大学 大学院生命機能研究科
情報通信研究機構

教授
兼務

古川 茂人
聴覚の心理物理学・神経
生理学

NTTコミュニケーション科学基礎研究所
上席特別研

究員

渡邊 克己 人間の認知行動過程 早稲田大学 基幹理工学部表現工学科 教授

渡部 文子
苦味、天敵臭、痛みの感
覚情報と情動価値変容

東京慈恵会医科大学 総合医科学研究センター 教授
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上記以外にも有識者がアドバイザーに就任する可能性があります。
（募集HPにて順次公開予定）



上記以外にも有識者がアドバイザーに就任する可能性があります。
（募集HPにて順次公開予定）
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氏名 分野 所属 役職

近藤 薫
アーティスト、
バイオリニスト

東京フィルハーモニー交響楽団
コンサート
マスター

長谷川 豊

デザイナー、
コミュニケーションデザ
イン、ユーザーインター
フェースデザイン

ソニー株式会社 クリエイティブセンター
ソニーデザインコンサルティング株式会社

センター長
代表取締役社長

領域運営アドバイザー



ご清聴、ありがとうございました。
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その他 注意事項など

✓本領域はさきがけ共通様式ではなく、領域独自の様式を使用
しております。必ず、募集HPのさきがけ「多感覚システム
」のページから様式をダウンロードしてください。

✓AMEDのPRIMEとの重複申請は例外措置として認めますが、
JSTさきがけに申請する時にPRIMEの様式を使用するなどの
間違いがある場合には提案は受理されません。

✓海外機関からも応募可能ですが、JSTの提示する条件で契約
を締結する必要があります。研究機関がこの条件を事前承諾
できない場合には面接選考に進めませんので、応募前に必ず
機関の事務担当者に確認をとってください。


